
イエルーン・ベルワルツ（トランペット）  Jeroen Berwaerts, Trumpet

仁上亜希子（ピアノ）  Akiko Nikami, Piano

卓越したテクニックと繊細な音楽性が世界的に評価され、そのレパートリーはバロックから現
代音楽、ジャズにまで及ぶ。
ソリストとしてこれまでに、ウィーン交響楽団、スウェーデン放送交響楽団、ハンブルク北ドイツ
放送交響楽団、ハーグ・レジデンティ管弦楽団、ベルギー国立管弦楽団、BBCウェールズ・
ナショナル管弦楽団、ベルリン・コンツェルトハウス管弦楽団、NHK交響楽団等のオーケス
トラと、アラン・ギルバート、ダニエル・ハーディング、マルクス・シュテンツ、準・メルクル、マティ
アス・ピンチャー等の指揮者と共演し、BBCプロムスやラインガウ音楽祭等に出演している。
2023 /24シーズンのハイライトは、オーストラリア・ツアー、アレクサンドル・メルニコフ＆カメ
ラータ・ベルンとの共演のほか、スロヴェニア・フィルハーモニー管弦楽団、アンサンブル・レ
ゾナンツ、愛知室内オーケストラとのヴィト・ズライの新曲初演がある。
トランペットのレパートリーを新たな文脈で再構築させる独創的なプログラミングで知られ、ゲ
ント王立音楽院でジャズヴォーカルを学ぶという多才な一面を持つ。細川俊夫やフランチェス
コ・フィリデイ等の新曲初演を数多く手掛け、ホーカン・ハーデンベルガーに次ぎHK・グルー
バーの「Busking」を自身のレパートリーとした史上二人目のトランペット奏者である。
サラプーティア・ブラスと収録した『Signals from Heaven』では、トランペット、ジャズヴォーカ
ル、ディレクターの三役を務めた。また、メルニコフとのヒンデミットのトランペット・ソナタやショ
スタコーヴィチのピアノ協奏曲第 1番（クルレンツィス指揮マーラー・チェンバー・オーケストラ）
等、多くの録音をリリース。
ベルギー出身。カールスルーエ音楽大学でラインホルト・フリードリッヒに師事。ハノーファー
音楽演劇メディア大学教授、英国王立音楽院プロフェッサー・イン・レジデンス。ヤマハ・アー
ティスト。

東京藝術大学を卒業し、同大学院入学後に渡独。ベルリン芸術大学卒業・修士課程修了、国家演奏家資格を取得。小峰典子、
高橋裕美、大平奈津子、水本雄三、笠間春子、H.ツェルニー＝ステファンスカ、青柳晋、K.ヘルヴィッヒの各氏に師事。園
田高弘、R.ケーラー、P.ドヴァイヨン、F.ビディーニ各氏のマスタークラスを受講。
国内外のコンクールで数々の優秀な成績を納め、2008年にはロベルト・シューマン国際音楽コンクールで第2位を受賞。室
内楽では、Klavierquintett Berlinのメンバーとしてメンデルスゾーン全ドイツ音楽大学コンクールにて現代曲最優秀演奏賞
を受賞。特に管楽器との幅広いレパートリーを持ち、これまでに、ドイツ音楽コンクール、シュンケ・ホルン・コンクール、マル
クノイキルヒェン国際器楽コンクール、ARDミュンヘン国際音楽コンクールのほか、ベルリン・フィル、シュターツカペレ・ベ
ルリン、ベルリン・ドイツ・オペラ等で団員採用オーディションの公式伴奏者を務める。
現在、ベルリン芸術大学やシュターツカペレ・ベルリン・アカデミーでコレペティトールとして後進の育成に務めるほか、ドイツ・
ツヴィッカウのシューマン音楽祭に出演するなど、ベルリンを拠点に演奏活動を行う。日本では2012年東京文化会館小ホー
ルでデビュー・リサイタルを開催。2014年にはリサイタル・シリーズ〈園田高弘没後 10年を偲んで〉でオール・シューマン・
プログラムを披露し、翌年ライブ録音をリリース。ホルン奏者ティルマン・ヘフスとのデュオ・アルバム『Air』が2019年オー
パス・クラシック賞を受賞。

イエルーン・ベルワルツ  公演情報
ジャパン・スペシャル・ブラス・プレイヤーズ  ～イエルーン・ベルワルツを迎えて～
　● 3/13（水）19:00  紀尾井ホール　● 3/15（金）19:00  京都コンサートホール アンサンブルホールムラタ
愛知室内オーケストラ　イエルーン・ベルワルツ×服部孝也  ～卓越したトランペットの妙技～
　● 3/23（土）14:00  東海市芸術劇場大ホール
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